
５
月
１
日(

水)

、
第
９
５
回
中
央
メ
ー

デ
ー
が
代
々
木
公
園
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

数
は
全
体
で
１
万
２
千
人
、
建
交
労
参

加
者
は
５
３
人
で
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
国
は
能

登
半
島
地
震
の
被
災
者
支
援
に
全
力
を
」

「

賃
金
が
下
が
り
続
け
る
国
か
ら
上

が
る
国
へ
」
「
物
価
上
昇
を
上
回
る
大

幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」
「
最
低
賃

金
の
全
国
一
律
最
賃
法
制
化
」
「
今
す

ぐ
時
給
１
５
０
０
円
以
上
を
実
現
し
１

７
０
０
円
を
め
ざ
そ
う
」
「

大
企
業

は
内
部
留
保
を
労
働
者
・
国
民
へ
還
元

せ
よ
」
「
国
民
主
権
と
人
権
を
守
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
と
多
様

性
の
尊
重
」
「
正
規
と
非
正
規
の
賃
金

格
差
を
な
く
し
均
等
待
遇
の
獲
得
」

「
安
定
し
た
雇
用
と
、
働
く
ル
ー
ル
を

確
立
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
実

現
し
よ
う
」
「

過
労
死
を
な
く
し
、

長
時
間
過
密
労
働
の
是
正
と
人
手
不
足

の
解
消
を
」
「
賃
下
げ
な
し
の
労
働
時

間
短
縮
の
実
現
」
な
ど
で
す
。

小
畑
雅
子
全
労
連
議
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
の
中
で
「
全
て
の
労
働
者
の
賃

上
げ
を
求
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
も
構
え
つ

つ
粘
り
強
く
た
た
か
い
続
け
る
全
国
の

地
域
の
仲
間
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
暮
ら
し
や

命
を
維
持
す
る
こ
と
が
最
優
先
の
状
態

に
あ
る
。
被
災
者
の
当
面
の
暮
ら
し
の

保
障
や
、
避
難
の
形
態
を
問
わ
ず
、
期

限
を
切
ら
な
い
支
援
な
ど
課
題
は
山
積

み
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
と
石
川
県
に
、

万
全
の
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
た
い
。
ま
た
、
政
府
が
財
界

と
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
労
働
法

制
改
悪
、
と
り
わ
け
労
働
時
間
を
軸
と

す
る
改
悪
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の

労
働
基
準
関
係
法
制
研
究
会
に
お
い
て
、

最
低
基
準
は
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
基
準
に
満
た
な
い
労
働
条

件
で
あ
っ
て
も
、
労
使
自
治
で
適
用
除

外
と
す
る
考
え
も
あ
る
と
い
う
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
団
連
が
今

年
１
月
に
発
表
し
た
、
労
使
自
治
を
軸

と
し
た
労
働
法
制
に
関
す
る
提
言
と
全

く
同
じ
方
向
の
も
の
で
あ
り
、
労
働
組

合
と
し
て
、
反
撃
の
体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
を
お
呼
び
か
け
し
た
い
。
」
な

ど
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
雨
が
降
る
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
青
山
コ
ー
ス
を
デ
モ
行

進
し
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
労
働

者
の
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

『
変
え
る
の
は
私
た
ち
～
ひ
と
り
ひ

と
り
が
大
事
に
さ
れ
る
社
会
へ
～
働
く

も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、

平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め

ざ
そ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
第
９
５
回
三

多
摩
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
激
し
く

雨
が
降
る
井
の
頭
公
園
西
園
競
技
場
に

三
多
摩
地
域
か
ら
１
３
０
０
名
の
仲
間

が
集
ま
り
ま
し
た
。
三
多
摩
労
連
や
三

多
摩
春
闘
共
闘
な
ど
た
た
か
う
労
働
組

合
の
仲
間
で
組
織
す
る
三
多
摩
メ
ー
デ
ー

実
行
委
員
会
が
準
備
を
す
す
め
、
バ
ス

関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
の
仲
間
が

朝
早
く
か
ら
会
場
設
営
な
ど
協
力
し
ま

し
た
。
「
物
価
高
騰
の
中
、
実
質
賃
金

は
２
３
ヶ
月
下
が
り
続
け
て
い
る
、
今

こ
そ
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
今
す
ぐ
全

国
一
律
最
賃
１
５
０
０
円
、
目
指
せ
１

７
０
０
円
！
」
戸
久
世
実
行
委
員
長
は

政
府
や
財
界
に
怒
り
を
込
め
て
訴
え
ま

し
た
。
集
会
後
、
吹
き
付

け
る
雨
風
に
負
け
ず
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
挙
げ
な
が

ら
コ
ピ
ス
吉
祥
寺
北
側
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

建
交
労
か
ら
は
バ
ス
関
連

支
部
（
京
王
新
労
組
）
、

三
多
摩
支
部
三
鷹
分
会
、

八
王
子
地
域
労
組
分
会
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
仲
間
の
皆
さ
ん
、

雨
の
中
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
！

【
執
行
委
員
笹
原
和
樹
】

２０２４年５月２７日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０８７号
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第
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５
回

中
央
メ
ー
デ
ー・
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
開
催

✋



憲
法
施
行
か
ら
７
７
年

を
迎
え
た
５
月
３
日
、
憲

法
集
会
が
江
東
区
の
有
明

防
災
公
園
で
開
催
さ
れ
、

５
月
晴
れ
の
中
３
万
２
千

人
が
参
加
し
、
建
交
労
か

ら
は
１
６
人
が
結
集
し
ま

し
た
。
主
催
者
の
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
共
同

代
表
小
田
川
義
一
さ
ん
が

「
岸
田
政
権
に
よ
る
大
軍

拡
、
日
米
軍
事
一
体
化
な

ど
憲
法
を
逸
脱
し
た
暴
走

に
対
し
、
今
日
を
起
点
に

憲
法
を
守
る
運
動
の
う
ね

り
を
大
き
く
し
よ
う
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ス
ピ
ー

チ
で
は
、
伊
藤
塾
塾
長
の
伊
藤
真
弁

護
士
が
「
憲
法
を
つ
く
っ
た
目
的
は

２
つ
。
１
つ
は
日
本
中
に
自
由
と
人

権
を
も
た
ら
す
た
め
。
２
つ
目
は
、

２
度
と
政
府
に
戦
争
さ
せ
な
い
た
め
。

こ
れ
ま
で
戦
争
を
し
な
い
国
と
し
て
、

憲
法
に
守
ら
れ
て
き
た
。
次
世
代
に

こ
の
良
き
憲
法
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

私
た
ち
の
責
任
だ
。
」
と
発
言
さ
れ

ま
し
た
。
新
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ｎ
Ｄ
）
代
表
・
猿
田
佐
世
弁
護
士

は
「
岸
田
首
相
は
４
月
に
バ
イ
デ
ン

大
統
領
と
日
米
首
脳
会
談
を
開
き
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
軍
事
費

２
倍
化
等
の
内
容
で
『
未
来
の
た
め

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
』
に

な
る
と
約
束
し
た
。
平
和
の
た
め
の

外
交
努
力
が
必
要
。
」
と
訴
え
ま
し

た
。
自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮
下
で
戦

争
に
参
加
す
る
危
険
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
道
は
、
戦
争
放
棄
を
誓
っ
た

日
本
国
憲
法
と
相
容
れ
ま
せ
ん
。
戦

争
の
準
備
で
は
な
く
憲
法
を
生
か
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
常
任
執
行
委
員

江
部

明
子
】

労
働
安
全
衛
生
世
界

デ
ー
の
取
組
み
が
世
界

各
地
で
広
が
る
中
、
建

設
産
業
に
お
け
る
労
働

安
全
衛
生
行
政
の
強
化

や
国
民
本
位
の
公
共
事

業
を
目
指
し
活
動
す
る

生
活
関
連
公
共
事
業
推

進
連
絡
会
議
（
生
公
連
）

は
、
働
く
も
の
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
全
国

セ
ン
タ
ー
（
い
の
健
）

と
共
同
で
、
厚
労
省
前

宣
伝
と
要
請
行
動
に
取

組
み
ま
し
た
。
国
土
交

通
省
の
組
合
を
は
じ
め
、

東
京
土
建
や
建
交
労
な
ど
の
仲
間
が

集
い
、
建
設
産
業
に
関
わ
る
労
働
者

の
実
態
の
紹
介
と
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
い
の
健
の
岡
村
事
務
局
次
長
は

「
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
工
事
よ
り

も
万
博
を
優
先
す
る
の
は
間
違
い
だ
。

建
設
労
働
者
の
長
時
間
労
働
を
無
く

す
、
賃
金
を
上
げ
る
等
、
人
間
ら
し

い
働
き
方
が
出
来
る
よ
う
な
対
策
を

厚
労
省
は
今
直
ぐ
打
つ
べ
き
。
」
と

訴
え
ま
し
た
。

【
全
国
建
設
・

関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

２０２４年５月２７日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０８７号

核
兵
器
の
な
い
世
界
、
非
核
平
和
の

日
本
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
年
も
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
５
８
年
６
月
「
核
武

装
阻
止
・
民
主
主
義
擁
護
」
の
た
め
に
、

数
名
の
若
者
、
宗
教
者
、
被
爆
者
が
、

広
島
の
平
和
公
園
か
ら
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
東
京
に
む
け
て

雨
の
日
も
風
の
日
も
夏
の
暑
さ
の
中
千

キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
通
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
初
日
、
江
東
区
夢
の
島
公

園
・
第
５
福
竜
丸
展
示
会
館
前
で
出
発

式
が
行
わ
れ
、
建
交
労
東
京
都
本
部
か

ら
建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
や
東

部
支
部
の
仲
間
が
結
集
し
、
日
比
谷
公

会
堂
前
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、

港
区
立
芝
公
園
平
和
の
灯
前
か
ら
多
摩

川
六
郷
土
手
公
園
ま
で
進
み
、
神
奈
川

の
仲
間
に
引
継
ぎ
ま
し
た
。
引
渡
し
集

会
で
挨
拶
し
た
神
奈
川
原
水
協
笠
木
理

事
長
は
「
今
、
平
和
の
タ
ス
キ
と
横
断

幕
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
っ
た
。
今
年

は
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
か
ら
７
０
年
と
い

う
大
き
な
節
目
、
来
年
は
広
島
・
長
崎

被
爆
８
０
年
。
今
世
界
で
起
こ
っ
て
い

る
２
つ
の
戦
争
、
ガ
ザ
の
悲
劇
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
悲
劇
を
１
日
も
早
く
止
め
る

必
要
が
あ
る
。
日
本
政
府
を
核
兵
器
禁

止
条
約
に
参
加
さ
せ
る
た
め
大
き
な
う

ね
り
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。
子
供
達
の

明
る
い
未
来
の
た
め
今
が
頑
張
り
時
だ
。

全
力
で
平
和
行
進
を
成
功
さ
せ
世
界
大

会
に
繋
げ
よ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

行
進
は
広
島
を
目
指
し
８
月
ま
で
続
き

ま
す
。

【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】

建設産業における労働安全衛生行政の強化を求めて

４・２８労働安全衛生世界デー 厚労省交渉
５
月
１
２
日
（
日
）
第
９
期
建
交
労

東
京
学
校
第
１
回
目
「
現
代
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
労
働
組
合
の
役
割

・
課
題
」
を
リ
モ
ー
ト
併
用
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
の
東
京
学
習
協
江
口
健

志
常
任
理
事
は
、
財
界
主
導
で
男
性
に

は
長
時
間
労
働
を
さ
せ
、
女
性
に
家
庭

で
の
ケ
ア
労
働
を
強
い
て
来
た
経
緯
や
、

新
自
由
主
義
に
よ
り
賃
金
を
抑
制
し
、

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
ず
、

子
育
て
を
自
己
責
任
に
押
し
付
け
る
社

会
構
造
を
指
摘
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
大
企
業
の
利
潤
第
一
主
義
に
よ

り
男
性
も
女
性
も
さ
ら
に
賃
金
が
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
経
営
者
の
考
え
方

を
変
え
て
も
ら
い
た
い
。
」
「
現
代
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
戦
後
日
本
社
会
が

作
り
上
げ
た
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
。
人

が
作
り
上
げ
た
構
造
で
あ
り
思
い
込
ま

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
感
じ
た
。
」

「
少
し
ず
つ
個
人
の
認
識
を
変
え
る
事

が
世
の
中
全
体
の
風
潮
を
変
え
る
事
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
」
「
女
性
の

待
遇
改
善
が
男
性
の
待
遇
改
善
に
も
繋

が
る
と
わ
か
っ
た
。
」
「
普
段
、
閉
鎖

的
で
古
い
体
質
の
職
場
環
境
に
い
る
た

め
視
野
が
広
が
っ
た
」
「
労
働
組
合
の

運
動
が
男
性
や
正
社
員
中
心
で
あ
る
限

り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
前
進
は
困
難
と

感
じ
る
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
「
納
期
が
あ
る
仕
事
で
は
就
労

時
間
に
制
限
の
あ
る
女
性
を
配
置
出
来

る
程
余
裕
が
無
い
。
ど
う
し
た
ら
良
い

か
。
」
の
質
問
に
対
し
、
江
口
さ
ん
は

「
現
実
的
な
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
し

て
お
り
社
会
全
体
が
変
わ
る
必
要
が
あ

る
。
一
緒
に
考
え
な
が
ら
前
進
し
ま
し
ょ

う
。
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

【
執
行
委
員
笹
原
和
樹
】

■６月 ５日（水）１８時半～都本部主催

世界環境デ－宣伝行動／赤羽駅西口

■６月 ７日（金）１３時半～９日（日）

１１時半迄～建交労学校／伊豆長岡ホテ

ル・サンバレー富士見

■６月１０日（月）１０時半～東京労働局

交渉／東京労働局１１階（九段下駅）

■６月１５日（土）１３時半～都本部主催

組織拡大検討委員会／都本部７階会議室

■６月２３日（日）１４時～建交労東京学

校／東京地評ラパスホール(大塚駅）

組合掲示板


